
「なぜ学校（教育）が変わらなくてはいけないのか」、それは、子どもたち

に「変わり続ける社会」が待っているからです。  

子どもたちには、私たちが経験したことのない未来が待っています。私た

ちは、これから生きていくすべてを子どもに教えることはできません。子ど

も自身で、新しいことを学び、切り開いていくしかありません。  

だからこそ、子どもたちに「学びって楽しい」という思いをもってほしい

と考えています。そうすれば、どんな未来が訪れたとしても、きっと自分の

力で切り開いていけるようになると思います。  

「大谷小学校は、子どもの未来のため、絶えず教育を見直していきます。」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 今年度最後の授業参観を２月１３日（金）に行いました。教室の中には

一年間で大きく成長した子どもたちの姿がありました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

同日、PTA 三役会、全体会、役員会を開催。 

 保護者の方には来年度の学校経営について説明させていただきました。

教育活動の改善点について話した際の内容を抜粋して記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【リズム縄跳び発表会】～児童会：健康委員会～ 
 音楽に合わせ、さまざまな技を発表。躍動感あふれる発表を見た子ども

たちの心には火がつきました。縄跳び運動を通し、冬場の体力づくりが始

まります。 
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校長 遠藤 秀彦 



 

 

 

３月に入りました。３月の授業日数は１３日。学校では、卒業証書授与

式の準備や学習のまとめに力が入ってきました。  

また来年度へ向けて、教育活動にご支援ご協力いただいた方々と総括を

行い、今年度の感謝を伝えると共に来年度の方向性について説明させてい

ただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会委員（敬称略）  

小林 重敏（北部地区区長会会長）  

阿部喜栄治（  〃   副会長）  

鈴木 直幸（ドキドキ探検隊代表）  

遠藤美枝子（地域の先生）  

塚本 哲源（PTA 副会長）  

五十嵐美里（PTA 母親副委員長）  

小鹿 幸子（北部公民館長）  

遠藤 秀彦（校長）  

２月１７日（火）、第３回学校運営協

議会（最終）が開催されました。  

承認された内容は以下の二つです。  

・来年度の学校経営基本方針 

・教職員の業務量管理と健康確保措置 

 また、来年度から進める「閉校に向

けた準備」についても説明させていた

だきました。  

一年間ありがとうございました。  

大谷っ子サポーターズクラブ  

代表者（敬称略）  
小林 重敏（北部地区区長会会長）  

大谷 武一（民生委員代表）  

白田 忠一（交通安全協会代表）  

榊  元國（大谷っ子見守り隊代表）  

鈴木 直幸（ドキドキ探検隊代表）  

白田  淳  （風っ子サポーター：教育文化課）  

小鹿 幸子（地域コーディネーター：北部公民館長） 

 ２月１２日（木）、第２回大

谷っ子サポーターズクラブ代

表者会が行われました。 

 子どもたちの授業の様子を

参観していただいた後、地域の

方に協力いただいた教育活動

を本校の地域活動推進員（堀志

津）より紹介させていただきま

した。 


